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情報科学Ⅰ Computer Science Ⅰ
Grade １ 前期・後期 前期 単　位 1

主担当教員 森河 良太 GPA 対　象

科
目
分
類

分子
応用
医科

必修総合

野口　瑶、西田　洋平担当教員

自己管理・実行・倫理観コンピテンシー

 履修前提

ねらい 受講者は自分の所有するノートパソコンを教材として毎回持参し、ノートパソコンを学内LAN に接続でき
る講義室にて、実習的要素を取り入れた授業を受けます。これを通し、自然科学およびSociety 5.0におい
てコンピュータが果たす役割と重要性を認識するとともに、生命科学におけるICT活用のための、データ
サイエンスに基づく基礎スキルを養ってください。また人間とICT との本来あるべき関係について考えて
みましょう。

一般目標 コンピュータおよびインターネットの基本原理を理解する。
自分のノートパソコンを用いて、データを利活用できるスキルを身につける。
統計的、計算的、人間的視点からデータと情報の概念について理解する。
データ駆動型社会において主体的にICTを活用する方法を各々の個性に応じて創造できる。

授業内容 

回　数 担　当 テーマ 到達目標 

森河（主）、野口 コンピュータ機器と
情報セキュリティ

コンピュータにおける2進数表現による情報の取り扱いとハード
ウェアの役割について説明できる。情報セキュリティの3要素を
列挙し、それぞれ説明できる。学内ネットワークにおいて情報セ
キュリティを確保するための個人認証の方法について説明できる
。一般的な情報倫理に配慮しつつ、学内クラウドサービスにパス
ワードを使ってログインできる。

1

森河（主）、野口、
西田

基本ソフトにおける
データの管理

OSの役割について説明できる。パソコンにおける管理者と一般
ユーザの役割について対比できる。データ量の単位について説明
できる。OS におけるファイルシステムの階層構造を分類し、管
理することができる。デスクトップ画面においてファイルシステ
ムを適切に操作できる。コンピュータとSociety 5.0の関係につい
て説明できる。

2

西田（主）、森河、
野口

ファイル操作と文字
入力

日本語入力システムを適切に利用でき、タッチタイピングができ
る。標準テキストファイルについて説明できる。テキストエディ
タを用いて標準テキストファイルを編集できる。文字や画像のデ
ジタル化のプロセスについて説明できる。

3

森河（主）、野口、
西田

デジタル化と文字の
表現

標準テキストファイルにおける符号化方式（ASCII、Unicode等
）について述べることができる。コンピュータにおけるファイル
システムとパスについて説明することができる。Unix系OSのCUI
を使って基本的なファイル操作を行うことができる．

4

森河（主）、野口、
西田

インターネットの仕
組みとデータに関す
る法律・法規

TCP/IP ネットワークの概略を説明し、自分のパソコンを学内ネ
ットワークに接続できる。パソコンとLAN の疎通状態を判断でき
る。インターネットを通じてソフトウェアのセキュリティ更新プ
ログラムを主体的に行うことができる。インターネットにおける
構造化データと非構造化データの事例について説明できる。不正
アクセス禁止法に関わる情報倫理と関連法規について述べること
ができる。

5

森河（主）、野口、
西田

電子メールの仕組み
と情報倫理

電子メールの送受信の仕組みとプロトコルについて説明できる。
マナーに配慮したメーラの設定および電子メールの送受信を行え
る。ELSIに配慮しつつクラウドを利用する方法を事例を踏まえて
述べることができる。マルウェアや不正アクセスによる情報漏洩
の例とその対処方法を 、情報技術と情報倫理、関連法規に基づ
いて具体的に説明できる 。自分のパソコンにウイルス対策ソフ
トを導入し、保守できる。

6



回　数 担　当 テーマ 到達目標 

森河（主）、野口、
西田

WWWにおけるデータ
の取得の構造と個人
情報の保護

WWWの通信とWebブラウザ、およびHTMLファイルの構成の概
略を説明できる。Webブラウザを用いてHTMLファイルをソース
コードとして調べることができる。クラウドの仕組みとそこで
提供されるAIを初めとする各種サービスにおける利便性と問題
点を対比しつつ、ソーシャルメディアにおける個人データの取
り扱いに関する法規(個人情報保 護法、GDPR)について説明する
ことができる。公開鍵暗号によるデータの保護について，その
仕組みを説明できる。

7

西田（主）、森河 データサイエンスの
概要と文書作成

ビッグデータ、IoT、AIなどICT（情報通信技術）の進展とその活
用領域の広がりについて説明できる。データを起点とした見方と
人間を起点とした見方を識別できる。AIで出来ることと出来ない
こと、AI活用の負の側面について説明できる。定められた体裁の
文書を作成することができる。適切な構成の論理的文章を書くこ
とができる。著作権に配慮した適切な引用と参照を行うことがで
きる。

8

西田（主）、森河 データサイエンスの
倫理とプレゼンテー
ション

個人情報やプライバシーの保護、データの匿名化、オプトアウト
や忘れられる権利など、倫理に配慮したデータの収集、加工、利
用について説明できる。データのねつ造や改ざん、データにおけ
る様々なバイアスの存在など、データサイエンスにまつわる倫理
を説明できる。プレゼンテーションの重要性を理解した上で、ス
ライド作成の原則に則った資料を作成できる。

9

西田（主）、森河 データの形式とその
加工および可視化

データの形式とクレンジングに関する注意点を述べることができ
る。目的に応じたデータの可視化と不適切な図表表現について説
明できる。表計算（スプレッドシート）ソフトを使ってデータの
集計ができる。相対参照と絶対参照を使い分けることができる。
グラフの作成とレイアウト変更ができる。表形式データ(CSV)を
インポートし、その時系列分析を行うことができる。

10

野口（主）、森河 化学構造式の描画ツ
ールの活用

生命科学研究におけるデータサイエンス活用事例や仮説検証サイ
クルについて説明できる。自分のノートパソコンのデータのバッ
クアップ方法とソフトウェアのインストール方法を説明できる。
化学構造式を描画するアプリケーションChemDrawをノートパソ
コンにインストールできる。オープンデータから化合物情報を検
索し、化学構造式を描画できる。

11

野口（主）、森河 AIの活用に向けたコマ
ンドラインによるフ
ァイル操作

AI技術の活用領域の広がりについて説明することができる。パソ
コンにおけるGUI環境とCUI環境の違いと共通点について、説明
できる。ターミナル上でUnixコマンドを利用し、ファイルシステ
ムに対する簡単な処理を行うことができる。CUIテキストエディ
タを使用することができ、また自身の利用に合わせたカスタマイ
ズができる。

12

野口（主）、森河 データサイエンスを
行うためのパッケー
ジ管理システムの活
用

スクレイピングなどのデータ収集方法について説明できる。専門
的なUnixツール群を管理するパッケージ管理システムを自分のノ
ートパソコンに導入し利用できる。パッケージ管理システムを用
いて、生命科学研究やデータサイエンスに役立つツールをインス
トールできる。自身の利用しているシェルの設定ファイルを編集
することができる。

13

野口（主）、森河 プログラミングによ
る実験データの解析

ターミナル上で、インタプリタ型言語(Python)によるプログラミ
ングを体験する。
順接・分岐・反復からなるアルゴリズムを表したフローチャート
を基にプログラミングをすることができる。
実験データをもとに、誤差棒を含む散布図を描画できる。

14

準　備　学　習
(予習・復習等)

: この授業は、各回において最低20 分間のオンライン学習が定められています。よって授業当日に配布す
るプリントは前日までにCodex にてアップロードするので、よく読んでおいて下さい。また授業前に自
分のノートパソコンを十分に整備しておいて下さい。また課題の他に、授業で学んだことを定着させる
ためにアンケート形式の「授業の振り返り」をCodex で提示しているので、チャレンジして下さい。

授　業　形　式 : 自分のノートパソコンを用いた実習と講義を併用します。また授業中における課題の遂行では、ディス
カッションを含めたグループワーク形式をとります。また，事前のビデオ配信による反転学習を行う回
もあります．



課題に対する
フィードバックの方法
（試験やレポート等）

: 課題レポートは主に本学のオンライン学習システム Codex にてフィードバックします。

評　価　方　法 : 期末試験は行わず、随時出される課題の提出やオンライン学習の成績（約60%）、授業中における課題
の取り組み（約40%）等によって評価を行います。

教　　科　　書 : 井上英史 監修、森河良太、西田洋平、野口瑶 著、『基礎講義 情報科学 ～デジタル時代の新リテラシー
を身につける～』、東京化学同人、2024年、ISBN:978-4-8079-2059-4。加えて Codex にて、授業内容に
関する資料も配布します。

参　　考　　書 : パソコンおよびインターネットの使い方に関する参考書は数多くあるので、まずは自分の目で確かめな
がら書店で探すことをお勧めします。

その他特記事項 : 第1回目の講義は、4月3日（水）のオリエンテーション時間に4301講義室にて行います。組分けが通常
と異なるので注意して下さい。授業では「ノートパソコン（MacBook）」と「電源アダプタ」を必ず持
参して下さい。有線LAN に接続するための「LAN ケーブル」と「LAN アダプタ」は授業中に貸し出せま
すが、自分で持っている人は是非持参して下さい。
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